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台風後のサクラの開花

　2016年の夏は台風が立て続け
に北海道に上陸し、各地に甚大な
被害をもたらしました。８月17日の
夜には台風７号が襟裳岬付近に上
陸し、台風の東側にあたる釧路で
は記録的な暴風が吹き荒れました。
暴風は南風で海からの塩分を含ん
だ潮風となったこと、また降水量が
少なく植物の葉についた塩分が洗
い流されなかったことが相まって、
樹木の葉や草本が枯れている様子
が沿岸部を中心とする広い地域で
確認されました。

　８月なのに秋のような風景になっ
てしまった釧路地方、しばらくする
と興味深い現象が起こりました。博
物館前に植えてあるサクラが一輪、
二輪と咲き始めたのです。私自身
は不在にしていたため９月７日に初
めて確認したのですが、博物館友
の会の方の話では博物館前で９月
４日に花を見たとのことでした。９
月10日過ぎからは季節外れのサク
ラが新聞やテレビであいついで話題
となり、これらの報道によると市内
各地では９月５日前後に咲き始めた
ところが多いようでしたが、最も早
いものでは台風翌日の８月18日に
確認された例もあったそうです。ま
た、ハマナスやエゾノコリンゴ、目
立たないものではフッキソウも季節
外れの花を咲かせていました。ハ
ルニレやカエデ類などは再び展葉

し、新緑の季節のような光景も見
られました。
　これらの現象の原因は諸説ある
ようですが、落葉による植物ホルモ
ンの変化により、夏の間に形成さ
れた翌年の花芽や葉芽の成長抑制
が解除され、芽が開いてしまうよう
です。2017年の分の花芽が先に
咲いてしまった博物館前のサクラ、
５月にはどのくらいの花が見られる
でしょうか。　　　（加藤ゆき恵）
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私がイメージしていた新展示の
ジオラマは今年度にベースとなるジ
オラマを制作し、その後少しずつ
手直しを加えながら、新たな標本
を追加して、進化し続けることが可
能な展示でした。しかし、ジオラマ
を制作する上で大きな問題が２つあ
りました。一つ目は、ジオラマ制作
を専門業者に頼むほどの予算がな
いので自作するほかないこと。２つ
目は、館内の既存のミズゴケ湿原
等ジオラマの完成度の高さでした。
これらは30年以上前に専門業者が
制作したものですが、実は未だに
展示業者の間で完成度の高さが全
国屈指と言われているほどなので

す。新展示が既存の旧展示より見
劣りするのはマズイが、素人同然
の自分がプロ並みのジオラマを造れ
るのか？館内のジオラマを見本に７
分の１ミニチュアジオラマを作りつ
つ、制作工程のシミュレーションを
繰り返しました。挙句に出した答え
は無謀にも「大変そうだが、なん
とかなりそう！？」でした。植物レプ
リカについては彩色などの専門技
術が必要なので、プロ並みの完成
度を出すのは難しい。一方、プロ
のジオラマでも、スゲやヨシなどの
実物素材が多く使われていて、実
物であれば、玄人と素人の差はつ
きにくい。そう考えると、造れる気

がしてきました。苦労したのが、サ
ンショウウオのジオラマの土壌断面
の造形でした。湿原や森で採集し
た土壌や植物の根を布団乾燥機で
乾燥させた後で、電子レンジにか
けて、蟻や虫の卵等を駆除、内部
のスタイロフォーム成型や湿感を出
すための木工用ボンドによるコーテ
ィング等の作業がありました。加藤
主任には植物の専門家としての観
点からのアドバイスや植物のレイア
ウト作業、土屋主査には虫の駆除
の他、山代主幹や貞國主事と共に
造形作業全般をサポートしていただ
きました。なんとかなった！？のは、
総合博物館としての総合力と様々
な形での職員の皆さんのサポート
のおかげだと思います。（野本和宏）
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